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(57)【要約】
【課題】液体を連続的に吸引することができるコンパク 
トな液体処理装置を提案する。
【解決手段】液体を吸引して収集するための液体処理シ 
ステムが提案され、前記液体処理システムは、真空発生 
モジュールと、前記真空発生モジュールに接続され、前 
記真空発生モジュールによって生じる負圧により液体が 
吸い込まれる真空タンクと、前記真空発生モジュールか 
ら前記真空タンク内に延び、第１位置で前記真空タンク 
内に開口する第１開口、および、前記第１位置よりも高 
い位置である第２位置で前記真空タンク内に開口する第 
２開口を有する吸気吸水管と、を備える。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　12　　ＯＬ　（全15頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 液 体 を 吸 引 し て 収 集 す る た め の 液 体 処 理 シ ス テ ム で あ っ て 、
　 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル と 、
　 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル に 接 続 さ れ 、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル に よ っ て 生 じ る 負 圧 に よ  
り 液 体 が 吸 い 込 ま れ る 真 空 タ ン ク と 、
　 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル か ら 前 記 真 空 タ ン ク 内 に 延 び 、 第 １ 位 置 で 前 記 真 空 タ ン ク 内 に  
開 口 す る 第 １ 開 口 、 お よ び 、 前 記 第 １ 位 置 よ り も 高 い 位 置 で あ る 第 ２ 位 置 で 前 記 真 空 タ ン  
ク 内 に 開 口 す る 第 ２ 開 口 を 有 す る 吸 気 吸 水 管 と 、
　 を 備 え る 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 開 口 は 、 第 １ 寸 法 の 開 口 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 開 口 は 、 前 記 第 １ 寸 法 よ り も 小 さ い 第 ２ 寸 法 の 開 口 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 開 口 は 、 水 平 方 向 、 ま た は 水 平 方 向 よ り も 鉛 直 下 方 に 開 口 し て お り 、
　 前 記 第 ２ 開 口 は 、 水 平 方 向 、 ま た は 水 平 方 向 よ り も 鉛 直 上 方 に 開 口 し て い る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ 位 置 は 、 前 記 真 空 タ ン ク の 中 央 よ り も 下 方 で あ り 、
　 前 記 第 ２ 位 置 は 、 前 記 真 空 タ ン ク の 中 央 よ り も 上 方 で あ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル は 、 圧 縮 さ れ た 流 体 を ノ ズ ル か ら 送 出 す る コ ン プ レ ッ サ ー と 、  
前 記 圧 縮 さ れ た 流 体 が 流 れ る デ ィ フ ュ ー ザ ー と 、 を 有 し 、
　 前 記 吸 気 吸 水 管 は 、 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ ー の 吸 い 込 み 口 に 連 結 さ れ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ ー の 吐 き 出 し 口 に 接 続 さ れ る 排 水 タ ン ク を 備 え る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の  
液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 排 水 タ ン ク に 溜 め ら れ た 液 体 を 噴 射 口 か ら 噴 射 可 能 な 噴 射 装 置 を 備 え る 、 請 求 項 ６  
に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 噴 射 装 置 は 、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル に よ る 動 力 を 用 い て 前 記 液 体 を 噴 射 す る よ う  
に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 圧 縮 さ れ た 流 体 を ノ ズ ル か ら 送 出 す る コ ン プ レ ッ サ ー と 、
　 前 記 圧 縮 さ れ た 流 体 が 流 れ る デ ィ フ ュ ー ザ ー と 、
　 を 備 え 、
　 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ ー の 吸 い 込 み 口 は 、 前 記 真 空 タ ン ク の 底 部 ま た は 側 部 に 接 続 さ れ る 、
　 請 求 項 １ に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ ー の 吐 き 出 し 口 に 接 続 さ れ る 排 水 タ ン ク を 備 え る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の  
液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 液 体 に 含 ま れ る 固 体 物 を 回 収 す る た め の 回 収 タ ン ク と 、
　 前 記 真 空 タ ン ク と 前 記 回 収 タ ン ク と を 接 続 す る 連 結 管 と 、
　 前 記 回 収 タ ン ク に 接 続 さ れ 、 液 体 を 吸 引 す る た め の 吸 引 口 を 有 す る 吸 い 込 み 管 と 、
　 を 備 え 、
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　 前 記 吸 引 口 か ら 吸 引 さ れ た 液 体 が 、 前 記 回 収 タ ン ク と 前 記 連 結 管 と を 介 し て 前 記 真 空 タ  
ン ク に 吸 引 さ れ る 、
　 請 求 項 １ か ら ９ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 回 収 タ ン ク は 、 第 １ の 回 収 タ ン ク と 第 ２ の 回 収 タ ン ク と を 含 み 、
　 前 記 連 結 管 は 、 前 記 真 空 タ ン ク と 前 記 第 １ の 回 収 タ ン ク と を 接 続 す る 第 １ の 連 結 管 と 、  
前 記 真 空 タ ン ク と 前 記 第 ２ の 回 収 タ ン ク と を 接 続 す る 第 ２ の 連 結 管 と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 管 の そ れ ぞ れ に は 、 当 該 第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 管 を 開 閉 可 能  
な 通 水 弁 が 設 け ら れ 、
　 前 記 吸 気 吸 水 管 は 、 前 記 第 ２ 開 口 を 開 閉 可 能 な 通 気 弁 を 有 す る 、
　 請 求 項 １ １ に 記 載 の 液 体 処 理 シ ス テ ム 。  
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 水 害 時 の 泥 水 処 理 な ど に 好 適 に 使 用 さ れ る 、 液 体 を 吸 引 す る た め の 液 体 処 理  
シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ゲ リ ラ 豪 雨 な ど の 突 発 的 な 豪 雨 ま た は 大 型 台 風 に よ る 河 川 氾 濫 に よ っ て 生 じ る 浸  
水 被 害 が 増 加 し て い る 。 河 川 氾 濫 で は 、 大 量 の 泥 水 が 住 宅 地 に 押 し 寄 せ 、 そ の 泥 水 処 理 が  
社 会 問 題 と な っ て い る 。 河 川 水 位 が 下 が っ て 水 が 引 い た 後 も 、 浸 水 箇 所 に は 、 大 量 の 水 分  
を 含 ん だ 泥 水 が 残 る 。 特 に 住 宅 地 域 の 浸 水 箇 所 で は 、 水 が 引 い た 後 の 泥 水 の 除 去 作 業 を 、  
ま ず 地 域 住 民 と ボ ラ ン テ ィ ア な ど が ス コ ッ プ な ど を 用 い て 手 作 業 で 行 う 場 合 が 多 い 。 水 害  
直 後 の 水 分 を 多 く 含 ん だ 泥 水 を 、 ス コ ッ プ な ど で す く い 取 る こ と は 難 し い 。 従 っ て 、 泥 水  
を 土 の う 袋 な ど に 集 め る 作 業 の 作 業 性 は 悪 く 、 効 率 が 低 い 。 ま た 、 泥 水 が 集 め ら れ た 土 の  
う 袋 は 重 い の で 、 そ の 扱 い に は 重 労 働 を 要 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 、 人 力 で の 泥 水 除 去 作 業 は 、 長 時 間 に わ た る 重 労 働 と な る の で 被 災 者 の 負 担  
が 大 き い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 泥 水 は 、 時 間 が 経 つ と 水 分 が 抜 け て 、 あ る 程 度 乾 燥 し た 状 態 に な る 。 し か し 、 ス  
コ ッ プ 作 業 の 際 、 乾 燥 し た 泥 が 飛 散 す る 。 こ れ は 、 乾 燥 し た 泥 に 、 水 道 水 な ど の 水 を 散 布  
す る こ と に よ っ て 軽 減 で き る 。 し か し 、 被 災 地 で は 、 断 水 お よ び ／ ま た は 停 電 し て い る 場  
合 が 多 い 。 一 般 的 に 停 電 の 復 旧 は 早 い が 、 上 下 水 の 断 水 は 、 復 旧 に か な り の 時 間 を 要 す る  
。 断 水 が 復 旧 す る ま で 水 道 水 を 使 用 す る こ と は で き な い の で 、 作 業 者 は 、 ス コ ッ プ 作 業 を  
作 業 性 の 悪 い 状 態 で 長 時 間 行 わ ざ る を 得 な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 住 宅 の 床 上 浸 水 ま た は 床 下 浸 水 の 復 旧 に は 、 床 下 に 溜 ま っ た 泥 水 を 除 去 す る 必 要  
が あ る 。 現 状 で は 、 床 下 の 泥 水 を 除 去 す る 作 業 は 、 作 業 者 が 床 下 に 潜 り こ ん で 手 作 業 す る  
こ と に よ り 行 わ れ て い る の で 、 大 変 な 重 労 働 と な っ て い る 。 床 下 の 泥 水 が 乾 燥 す る と 、 作  
業 は さ ら に 困 難 に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 泥 水 の 除 去 作 業 に 、 吸 引 装 置 な ど の 機 械 的 な 手 段 を 使 用 す る こ と も 考 え ら れ る が  
、 大 掛 か り な 設 備 は 、 機 動 性 が 問 題 と な る 。 例 え ば 、 大 型 の 作 業 車 両 で 泥 水 除 去 作 業 を 行  
う 場 合 、 被 災 地 へ の ア ク セ ス が 困 難 な 場 合 が あ る 。 災 害 後 は 、 幹 線 道 路 が 泥 や ゴ ミ で お お  
わ れ て い る の で 、 大 型 の 作 業 車 両 は 、 住 宅 地 ま で 入 っ て く る こ と が で き な い 。 大 型 の 作 業  
車 両 で 住 宅 地 の 泥 水 除 去 を 行 う た め に は 、 ま ず 、 大 型 車 両 が 住 宅 地 ま で 移 動 で き る よ う に  
、 幹 線 道 路 や 住 宅 周 辺 道 路 の 泥 水 除 去 作 業 を 行 う 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 既 存 の 吸 引 装 置 の 構 成 は 、 浸 水 被 害 に 対 応 す る の に 、 作 業 性 、 作 業 効 率 及 び 機 動 性 な ど  
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の 面 に お い て 不 十 分 で あ る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ は 、 圧 縮 空 気 を 利 用 し て 、 固 体 と 液 体 を  
吸 引 す る 回 収 装 置 を 記 載 し て い る 。 こ の 装 置 で は 、 回 収 後 の 液 体 と 固 体 は 金 網 を 通 し て 互  
い に 分 離 さ れ 、 分 離 後 の 液 体 は 、 自 然 流 下 に よ り 装 置 か ら 排 出 さ れ る 。 特 許 文 献 １ は 、 切  
粉 を 含 む 加 工 用 切 削 液 の 回 収 を 企 図 し て い る 。 分 離 後 の 固 体 を 装 置 か ら 取 り 出 す 具 体 的 な  
方 法 は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 特 許 文 献 ２ は 、 土 木 工 事 ま た は 建 築 工 事 で 発 生 す る 汚 泥 な ど の 汚 泥 物 質 を 、 脱 水 す る 装  
置 を 記 載 す る 。 具 体 的 に は 、 特 許 文 献 ２ は 、 筒 内 の 網 袋 と 濾 布 上 に 投 入 さ れ た 泥 状 物 質 か  
ら 、 真 空 吸 引 に よ っ て 水 を 分 離 す る 装 置 を 記 載 し て い る 。 分 離 さ れ た 水 は 、 下 水 へ 放 流 さ  
れ る 。 分 離 後 の 泥 は 、 筒 ご と 吊 り 上 げ ら れ る か 、 ま た は 網 袋 お よ び 濾 布 と 共 に 筒 か ら 吊 り
上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ は 、 工 事 現 場 用 の 掃 除 機 を 記 載 し て い る 。 具 体 的 に は 、 特 許 文 献 ３ は  
、 メ ッ シ ュ 袋 内 に 泥 水 を 吸 引 し た 後 、 泥 水 を 泥 土 と 水 に 分 離 す る 装 置 を 記 載 し て い る 。 こ  
の 装 置 は 、 分 離 後 の 水 を 排 出 す る た め の 専 用 の 水 中 ポ ン プ と 真 空 ブ ロ ア を 必 要 と し て い る  
。 分 離 後 の 泥 土 は 、 メ ッ シ ュ 袋 ご と 装 置 か ら 取 り 出 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ １ ０ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ５ ７ ７ ６ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ ０ － １ ５ ５ ９ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ １ １ ８ ９ ３ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 し た 泥 水 除 去 作 業 で は 、 多 量 の 泥 水 の 除 去 が 必 要 と さ れ る 。 し か し な が ら 、 既 存 の  
吸 引 装 置 の 構 成 は 、 泥 水 除 去 作 業 に お い て 泥 水 を 連 続 的 に 吸 引 す る た め に 改 良 の 余 地 が あ  
る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 装 置 で は 、 分 離 後 の 液 体 は 自 然 流 下 に よ り 装 置 か ら 排 出  
さ れ 、 液 体 を 回 収 す る た め の 容 器 の 設 置 ま た は 方 法 に 制 約 が 伴 う 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ で は  
、 分 離 さ れ た 水 の 下 水 へ の 具 体 的 な 放 流 方 法 が 開 示 さ れ て い な い 。 さ ら に 、 特 許 文 献 ３ で  
は 、 ポ ン プ タ ン ク 内 に 排 水 用 水 中 ポ ン プ が 設 け ら れ て お り 、 水 を 連 続 的 に 吸 引 し て 排 出 す  
る に は 吸 引 装 置 と 水 中 ポ ン プ と の そ れ ぞ れ に 駆 動 源 が 必 要 と さ れ る 。 ま た 、 タ ン ク 内 に 水  
中 ポ ン プ が 配 置 さ れ る た め 、 装 置 が 大 型 に な る 。 こ う し た 課 題 は 、 泥 土 な ど の 固 体 物 を あ  
ま り 含 ま な い 雨 水 な ど の 液 体 を 回 収 す る 作 業 に も 同 様 に 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 上 の 実 情 の 少 な く と も 一 部 に 鑑 み て 、 本 願 は 、 液 体 を 連 続 的 に 吸 引 す る こ と が で き る  
コ ン パ ク ト な 液 体 処 理 シ ス テ ム を 提 案 す る こ と を １ つ の 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 実 施 形 態 に よ れ ば 、 液 体 を 吸 引 し て 収 集 す る た め の 液 体 処 理 シ ス テ ム が 提 案 さ れ 、 か  
か る 液 体 処 理 シ ス テ ム は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル と 、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル に 接 続 さ れ 、  
前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル に よ っ て 生 じ る 負 圧 に よ り 液 体 が 吸 い 込 ま れ る 真 空 タ ン ク と 、 前  
記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル か ら 前 記 真 空 タ ン ク 内 に 延 び 、 第 １ 位 置 で 前 記 真 空 タ ン ク 内 に 開 口  
す る 第 １ 開 口 と 、 前 記 第 １ 位 置 よ り も 高 い 位 置 で あ る 第 ２ 位 置 で 前 記 真 空 タ ン ク 内 に 開 口  
す る 第 ２ 開 口 と 、 を 有 す る 吸 気 吸 水 管 と 、 を 備 え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 適 用 可 能 な 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 全 体 概 要 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 一 部 の 構 成 を よ り 詳 細 に 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 構 成 概 要 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 構 成 概 要 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 構 成 概 要 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ３ 実 施 形 態 の 液 体 処 理 シ ス テ ム の 構 成 概 要 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 変 形 例 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 図 ２ に 対 応 す る 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 図 ２ に 対 応 す る 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 第 ４ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 図 ２ に 対 応 す る 構 成 の 別 の 一 例 を 示 す 図 で あ  
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
＜ 第 １ 実 施 形 態 ＞
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明 は あ く ま  
で も 一 例 を 示 す も の で あ っ て 、 本 願 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 以 下 の 実 施 形 態 に 限 定 す る 趣 旨 で  
は な い 。 ま た 、 図 面 で は 、 同 一 ま た は 相 当 す る 構 成 要 素 に は 、 同 一 の 符 号 を 付 し て 重 複 し  
た 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に お け る 泥 水 処 理 シ ス テ ム （ 以 下 、 シ ス テ ム ） １ ０ ０ の 全  
体 概 要 を 示 す 図 で あ る 。 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 液 体 処 理 シ ス テ ム の 一 実 施 形 態 に 当 た る 。 シ  
ス テ ム １ ０ ０ は 、 浸 水 被 害 を 受 け た 被 災 地 に 、 泥 水 除 去 作 業 を 行 う た め に 利 用 す る こ と が  
で き る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 負 圧 源 と し て の 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０  
、 真 空 タ ン ク ４ ０ 、 回 収 タ ン ク ２ ０ 、 排 水 タ ン ク ７ ０ 、 お よ び 、 噴 射 装 置 ８ ０ を 備 え て い  
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 負 圧 を 発 生 さ せ ら れ る よ う に 構 成 さ れ  
て い る 。 本 実 施 形 態 で は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ は 、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ と デ ィ フ ュ  
ー ザ ー ５ ４ と を 備 え 、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ か ら の 圧 縮 流 体 （ 例 え ば 空 気 ） を ノ ズ ル か ら  
デ ィ フ ュ ー ザ ー ５ ４ に 放 出 す る こ と で 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 負 圧 を 発 生 さ せ る エ ジ ェ ク タ ー  
方 式 が 採 用 さ れ る 。 た だ し 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ と し て は 、 エ ジ ェ ク タ ー 方 式 に 限 定  
さ れ ず 、 真 空 ポ ン プ な ど が 用 い ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 真 空 タ ン ク ４ ０ は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ に 連 結 さ れ て 内 部 に 負 圧 が 発 生 さ せ ら れ る  
。 真 空 タ ン ク ４ ０ に は 、 連 結 管 １ ０ ４ を 介 し て 回 収 タ ン ク ２ ０ が 接 続 さ れ て お り 、 連 結 管  
１ ０ ４ を 介 し て 回 収 タ ン ク ２ ０ の 内 部 に 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 の 負 圧 を 作 用 さ せ る こ と が で き  
る 。 回 収 タ ン ク ２ ０ に は 、 吸 い 込 み 管 １ ０ ２ が 連 結 さ れ て お り 、 吸 い 込 み 管 １ ０ ２ の 吸 い  
込 み 口 を 通 し て 泥 水 が 吸 引 さ れ る 。 回 収 タ ン ク ２ ０ は 、 吸 引 さ れ た 泥 水 に 含 ま れ る 泥 土 （  
固 体 物 ） を 回 収 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 泥 土 が 取 り 除 か れ た 泥 水 は 、 回 収 タ ン ク ２ ０  
か ら 連 結 管 １ ０ ４ を 介 し て 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 吸 引 さ れ る 。 連 結 管 １ ０ ４ は 一 例 と し て 回  
収 タ ン ク ２ ０ の 下 方 （ 下 面 ま た は 下 方 の 側 面 ） と 真 空 タ ン ク ４ ０ の 上 方 （ 上 面 ま た は 上 方  
の 側 面 ） と に 接 続 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 真 空 タ ン ク ４ ０ の 内 部 に は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ が 設 け ら れ て い る 。 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 真 空  
発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ の 吸 い 込 み 口 に 連 結 さ れ て い る 。 吸 気 吸 水 管 ６ ０ に 関 し て は 、 詳 し く  
は 後 述 す る 。 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ の 吐 き 出 し 口 は 、 排 気 排 水 管 １ ０ ８ を 介 し て 排 水 タ  
ン ク ７ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ に よ っ て 負  
圧 が 発 生 さ れ る と 、 真 空 タ ン ク ４ ０ お よ び 回 収 タ ン ク ２ ０ の 内 部 は 負 圧 と な る 。 一 方 、 排  
水 タ ン ク ７ ０ は 、 外 部 に 開 放 さ れ て お り 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ の 作 動 に か か わ ら ず 内  
部 は 約 外 気 圧 と な る 。 な お 、 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 排 水 タ ン ク ７ ０ を 備 え な く て も よ く 、 排  
気 排 水 管 １ ０ ８ は 下 水 な ど に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 噴 射 装 置 ８ ０ は 、 排 水 タ ン ク ７ ０ に 溜 め ら れ た 液 体 を 噴 射 口 ８ ０ ａ か ら 噴 射 で き る よ う  
に 構 成 さ れ て い る 。 噴 射 装 置 ８ ０ は 、 シ ス テ ム １ ０ ０ の 使 用 者 に よ っ て 噴 射 ／ 停 止 で き る  
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よ う に 構 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 は 、 例 え ば 泥 水 除 去 作 業 を 行 う 場  
所 に 噴 射 口 ８ ０ ａ を 向 け て 液 体 を 噴 射 し 、 固 ま っ た 泥 土 を 除 去 し た り 泥 水 を 集 め た り し て  
泥 水 除 去 の 作 業 効 率 の 向 上 を 図 る こ と が で き る 。 噴 射 装 置 ８ ０ は 、 一 例 と し て 、 真 空 発 生  
モ ジ ュ ー ル ５ ０ に よ る 動 力 を 用 い て 液 体 を 噴 射 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、  
噴 射 装 置 ８ ０ は 、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ に よ る 圧 縮 流 体 を 利 用 し て 液 体 を 噴 射 口 ８ ０ ａ か  
ら 噴 射 で き る よ う に 構 成 さ れ る 。 た だ し 、 こ う し た 例 に 限 定 さ れ ず 、 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、  
噴 射 装 置 ８ ０ の た め の 動 力 源 を 更 に 備 え て も よ い 。 ま た 、 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 噴 射 装 置 ８  
０ を 備 え な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ う し た シ ス テ ム １ ０ ０ で は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ に よ っ て 発 生 さ れ る 負 圧 を 利 用  
し て 、 吸 い 込 み 管 １ ０ ２ の 吸 い 込 み 口 か ら 回 収 タ ン ク ２ ０ に 泥 水 が 吸 引 さ れ る 。 回 収 タ ン  
ク ２ ０ で は 泥 水 に 含 ま れ る 泥 土 が 分 離 さ れ て 回 収 さ れ 、 水 分 お よ び 細 か い 泥 土 が 連 結 管 １  
０ ４ を 通 っ て 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 吸 引 さ れ る 。 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 溜 め ら れ た 液 体 は 、 吸  
気 吸 水 管 ６ ０ 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ 、 及 び 、 排 気 排 水 管 １ ０ ８ を 通 じ て 排 水 タ ン ク ７  
０ に 排 出 さ れ る 。 こ う し た シ ス テ ム １ ０ ０ に よ り 、 泥 水 除 去 作 業 を 省 力 化 す る こ と が で き  
る 。 ま た 、 泥 水 除 去 作 業 を 長 時 間 に わ た っ て 連 続 的 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 機 動 性 に 優 れ る 。 例 え ば 、 回 収 タ ン ク ２ ０ 、 真 空 タ ン ク ４ ０  
、 及 び 排 水 タ ン ク ７ ０ は 、 比 較 的 コ ン パ ク ト な 構 成 と す る こ と が で き 、 被 災 地 ま で 比 較 的  
容 易 に 搬 送 し 、 現 場 に 設 置 す る こ と が で き る 。 ま た 、 回 収 タ ン ク ２ ０ 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 、  
及 び 排 水 タ ン ク ７ ０ は 、 必 要 に 応 じ て 、 そ れ ぞ れ 、 別 々 の 小 型 車 両 で 搬 送 さ れ て も よ い 。  
こ れ に よ り 、 比 較 的 迅 速 に 被 災 地 に ア ク セ ス す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ は 、 図 １ に 示 す 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 一 部 の 構 成 を よ り 詳 細 に 示 す 模 式 図 で あ る 。 図  
２ で は 、 主 に 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 、 及 び 吸 気 吸 水 管 ６ ０ が 示 さ れ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 す 例 で は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ は 、 エ ジ ェ ク タ ー 方 式 が 採 用 さ れ て い る 。  
図 示 す る よ う に 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ は 、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ と 、 コ ン プ レ ッ サ ー  
１ ０ ６ か ら の 圧 縮 流 体 が 供 給 さ れ る ノ ズ ル ５ ２ と 、 デ ィ フ ュ ー ザ ー ５ ４ と 、 を 備 え る 。 一  
例 と し て 、 ノ ズ ル ５ ２ お よ び デ ィ フ ュ ー ザ ー ５ ４ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ の 上 部 に 取 り 付 け ら  
れ る 。 た だ し 、 こ う し た 例 に 限 定 さ れ ず 、 ノ ズ ル ５ ２ お よ び デ ィ フ ュ ー ザ ー ５ ４ は 、 一 例  
と し て 真 空 タ ン ク ４ ０ の 側 面 な ど に 取 り 付 け ら れ て も よ い 。 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ で は  
、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ か ら の 圧 縮 流 体 を ノ ズ ル ５ ２ か ら デ ィ フ ュ ー ザ ー ５ ４ へ と 流 入 さ  
せ る こ と に よ っ て 負 圧 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ の 吸 い 込 み 口 （ 図 ２ 中 下 側 ） に 接 続 さ れ 、  
真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 延 在 す る 。 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 、 一 例 と し て 、 金 属 ま た は 樹 脂 な ど の 剛  
性 の 高 い 材 料 で 形 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 で は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 、 上 端 が デ ィ フ ュ ー ザ ー  
５ ４ と 真 空 タ ン ク ４ ０ の 上 面 と に 連 結 さ れ 、 下 端 が 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 位 置 す る 。 た だ し  
、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ー ５ ４ と 一 体 に 形 成 さ れ る な ど 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル  
５ ０ と 一 体 に 構 成 さ れ て も よ い 。 ま た は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ と 一 体 に 構  
成 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 開 口 す る 吸 水 口 （ 第 １ 開 口  
） ６ ２ お よ び 吸 気 口 （ 第 ２ 開 口 ） ６ ４ を 有 す る 。 吸 水 口 ６ ２ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に お け  
る 比 較 的 低 い 第 １ 位 置 に 形 成 さ れ て お り 、 吸 気 口 ６ ４ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に お け る 比 較  
的 高 い 第 ２ 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 つ ま り 、 吸 気 口 ６ ４ は 、 吸 水 口 ６ ２ よ り も 高 い 位 置 に  
形 成 さ れ て い る 。 一 例 と し て 、 吸 水 口 ６ ２ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ の 中 央 よ り も 低 い 位 置 に 形  
成 さ れ 、 吸 気 口 ６ ４ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ の 中 央 よ り も 低 い 位 置 に 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し  
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い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す 例 で は 、 吸 気 口 ６ ４ は 、 吸 水 口 ６ ２ よ り も 小 さ い 寸 法 と さ れ る 。 こ こ  
で 、 吸 気 口 ６ ４ お よ び 吸 水 口 ６ ２ は 、 一 例 と し て 円 形 の 開 口 で あ る が 、 多 角 形 な ど 任 意 の  
形 状 で あ っ て も よ い 。 本 実 施 形 態 で は 、 「 寸 法 」 は 、 開 口 が 円 形 で あ る 場 合 に は 、 直 径 ま  
た は 半 径 を 意 味 す る 。 ま た 、 「 寸 法 」 は 、 開 口 が 多 角 形 で あ る 場 合 に は 、 一 辺 の 長 さ 、 ま  
た は 中 心 を 通 る 開 口 幅 に お い て 最 小 と な る 開 口 幅 を 意 味 す る 。 あ る い は 、 開 口 の 寸 法 は 、  
開 口 面 積 と 等 価 な 面 積 を 有 す る 円 の 直 径 で 定 義 す る こ と も で き る 。 吸 水 口 ６ ２ の 寸 法 は 、
一 例 と し て 吸 気 口 ６ ４ の 約 １ ． ２ 倍 、 １ ． ５ 倍 、 ２ 倍 程 度 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 図 ２ に 示 す 例 で は 、 吸 水 口 ６ ２ は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 下 端 に 形 成 さ れ 、 鉛 直 下  
方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 ま た 、 吸 気 口 ６ ４ は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 側 面 に エ ル ボ 管 が 接 続  
さ れ て 形 成 さ れ 、 鉛 直 上 方 を 向 い て 開 口 し て い る 。 限 定 す る も の で は な い が 、 吸 水 口 ６ ２  
は 、 水 平 方 向 、 ま た は 水 平 方 向 よ り も 鉛 直 下 方 に 開 口 す る こ と が 好 ま し く 、 吸 気 口 ６ ４ は  
、 水 平 方 向 、 ま た は 水 平 方 向 よ り も 鉛 直 上 方 に 開 口 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ う し た 吸 気 吸 水 管 ６ ０ が 備 え ら れ た シ ス テ ム １ ０ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 真 空 発  
生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ が 作 動 す る と 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 の 泥 水 が 少 な い と き に は 、 吸 水 口 ６ ２  
お よ び 吸 気 口 ６ ４ か ら 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 の 空 気 が 吸 い 込 ま れ 、 排 気 排 水 管 １ ０ ８ を 通 じ て  
排 水 タ ン ク ７ ０ に 空 気 が 吐 き 出 さ れ る 。 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 の 負 圧 は 、 連 結 管 １ ０ ４ を 介 し  
て 回 収 タ ン ク ２ ０ お よ び 吸 い 込 み 管 １ ０ ２ に 作 用 す る 。 こ れ に よ り 、 使 用 者 は 、 吸 い 込 み  
管 １ ０ ２ を 通 じ て 回 収 タ ン ク ２ ０ お よ び 真 空 タ ン ク ４ ０ に 泥 水 を 吸 い 込 む こ と が で き る 。  
真 空 タ ン ク ４ ０ 内 の 泥 水 の 水 位 が 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 吸 水 口 ６ ２ に 至 る と 、 吸 水 口 ６ ２ か ら  
泥 水 が 吸 い 込 ま れ る と 共 に 吸 気 口 ６ ４ か ら 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 の 空 気 が 吸 い 込 ま れ 、 排 気 排  
水 管 １ ０ ８ を 通 じ て 空 気 お よ び 泥 水 が 排 水 タ ン ク ７ ０ に 吐 き 出 さ れ る 。 こ の よ う に 吸 気 吸  
水 管 ６ ０ を 備 え る こ と に よ り 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 吸 引 さ れ る 泥 水 （ 液 体 ） を 、 吸 気 吸 水  
管 ６ ０ を 通 じ て 排 水 タ ン ク ７ ０ に 排 水 す る こ と が で き る 。 な お 、 排 水 タ ン ク ７ ０ は 外 部 に  
開 放 さ れ て い る た め 、 排 水 タ ン ク ７ ０ が 満 杯 に な っ た 場 合 に は 容 易 に 排 水 タ ン ク ７ ０ を 交  
換 す る こ と が で き 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 吸 引 さ れ る 泥 水 （ 液 体 ） を 連 続 的 に 排 水 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
＜ 第 ２ 実 施 形 態 ＞
　 図 ３ ～ 図 ５ は 、 第 ２ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ Ａ の 構 成 概 要 を 模 式 的 に 示 す 図  
で あ る 。 第 ２ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ Ａ （ 以 下 、 「 シ ス テ ム １ ０ ０ Ａ 」 と も い  
う ） は 、 上 記 し た 泥 水 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ と 概 ね 同 一 で あ り 、 同 一 の 構 成 に つ い て は 同 一  
の 符 号 を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。 な お 、 図 ３ ～ 図 ５ で は 、 排 水 タ ン ク ７ ０ の 図 示  
を 省 略 し て い る 。 第 ２ 実 施 形 態 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ Ａ の 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ に は 、 通  
水 弁 １ ０ ５ Ａ ， １ ０ ５ Ｂ に よ っ て 開 閉 可 能 な ２ つ の 連 結 管 （ 第 １ の 連 結 管 、 第 ２ の 連 結 管  
） １ ０ ４ Ａ ， １ ０ ４ Ｂ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ は 、 ２ つ の 回 収 タ ン ク （  
第 １ の 回 収 タ ン ク 、 第 ２ の 回 収 タ ン ク ） ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ を 接 続 可 能 と な っ て い る 。 ２ つ の  
回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の そ れ ぞ れ に は 、 吸 い 込 み 管 １ ０ ２ Ａ ， １ ０ ２ Ｂ が 取 り 付 け ら  
れ て い る 。 ま た 、 第 ２ 実 施 形 態 の 吸 気 吸 水 管 ６ ０ に は 、 吸 気 口 （ 第 ２ 開 口 ） ６ ４ を 開 閉 可  
能 な 通 気 弁 ６ ５ が 設 け ら れ て い る 。 通 水 弁 １ ０ ５ Ａ ， １ ０ ５ Ｂ 、 お よ び 通 気 弁 ６ ５ は 、 シ  
ス テ ム １ ０ ０ Ａ の 使 用 者 が 操 作 可 能 な よ う に 構 成 さ れ る 。 な お 、 図 ３ ～ 図 ５ に 示 す 例 で は  
、 通 気 弁 ６ ５ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ の 内 部 に 設 け ら れ て い る が 、 こ う し た 例 に 限 定 さ れ ず  
、 通 気 弁 ６ ５ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ の 外 部 に 設 け ら れ て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 吸 気 吸 水  
管 ６ ０ は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ 本 体 に 接 続 さ れ て 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ の 外 部 を 通 っ て 真 空 タ ン ク  
４ ０ Ａ 内 に 吸 気 口 ６ ４ を 画 定 す る 分 岐 管 （ 図 示 せ ず ） を 有 し 、 通 気 弁 ６ ５ は 、 分 岐 管 に 設  
け ら れ る も の と し て も よ い 。 通 水 弁 １ ０ ５ Ａ ， １ ０ ５ Ｂ 、 お よ び 通 気 弁 ６ ５ は 、 公 知 の 任  
意 の 開 閉 弁 を 採 用 す る こ と が で き 、 手 動 の 開 閉 弁 で あ っ て も よ い し 、 電 動 の 開 閉 弁 な ど で  
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あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ う し た 第 ２ 実 施 形 態 の シ ス テ ム １ ０ ０ Ａ で は 、 ２ つ の 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の 切  
り 替 え を 伴 っ て 、 泥 水 除 去 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 図 ３ ～ 図 ５ を 参 照 し て 、 シ ス テ ム １  
０ ０ Ａ に お け る 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の 切 替 時 処 理 を 説 明 す る 。 こ こ で 、 図 ３ ～ 図 ５  
で は 、 通 水 弁 １ ０ ５ Ａ ， １ ０ ５ Ｂ お よ び 通 気 弁 ６ ５ に よ っ て 流 路 が 閉 じ ら れ て い る と き に  
は 弁 を 黒 塗 り で 示 し て お り 、 流 路 が 開 か れ て い る と き に は 弁 を 白 塗 り で 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 シ ス テ ム １ ０ ０ Ａ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ に 接 続 さ れ た 一 方 の 連 結 管  
１ ０ ４ Ａ を 開 い て 他 方 の 連 結 管 １ ０ ４ Ｂ を 閉 じ る こ と に よ り 、 一 方 の 連 結 管 １ ０ ４ Ａ に 接  
続 さ れ た 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ を 利 用 し て 泥 水 除 去 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 回  
収 タ ン ク ２ ０ Ａ に 泥 水 に 含 ま れ る 固 体 物 （ 泥 土 な ど ） が 回 収 さ れ 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ に 泥  
水 が 吸 引 さ れ る 。 ま た 、 こ の と き に は 、 通 気 弁 ６ ５ を 開 い て お く こ と で 、 上 記 し た よ う に  
真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ 内 の 泥 水 と 空 気 と が 吸 気 吸 水 管 ６ ０ を 通 じ て 排 水 タ ン ク ７ ０ （ 図 ３ で は  
不 図 示 ） に 送 ら れ る 。 な お 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ 内 の 泥 水 の 水 位 が 低 い ほ ど 吸 気 吸 水 管 ６ ０  
を 通 じ て 気 体 が 多 く 排 出 さ れ 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ 内 の 泥 水 の 水 位 が 高 い ほ ど 吸 気 吸 水 管 ６  
０ を 通 じ て 液 体 が 多 く 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 続 い て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 泥 水 除 去 作 業 に 伴 っ て 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ 内 の 泥 土 量 が 多 く  
な っ て 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ を 切 り 替 え る と き に は 、 使 用 者 は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 通  
気 弁 ６ ５ を 閉 じ る 。 こ れ に よ り 、 吸 気 口 ６ ４ か ら 空 気 が 吸 入 さ れ る こ と が 防 が れ 、 真 空 タ  
ン ク ４ ０ Ａ 内 の 泥 水 を 積 極 的 に 排 水 タ ン ク ７ ０ に 排 出 す る こ と が で き る 。 な お 、 回 収 タ ン  
ク ２ ０ Ａ に は 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ の 内 部 と 外 部 と を 連 通 す る 排 気 弁 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ  
る も の と し 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ 内 の 泥 水 を 排 出 す る と き に は 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ の 排 気 弁  
を 開 く も の と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 連 結 管 １ ０ ４ Ａ を 閉 じ て 連 結 管 １ ０ ４ Ｂ を 開 く こ と に よ り  
、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ に 連 通 す る 回 収 タ ン ク を 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ か ら 回 収 タ ン ク ２ ０ Ｂ へ  
と 切 り 替 え る こ と が で き る 。 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ と 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ と の 流 体 接 続 は 解 除 さ  
れ て お り 、 使 用 者 は 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ 内 に 溜 め ら れ た 泥 土 を 外 部 に 持 ち 出 す な ど し て 容  
易 に 処 理 す る こ と が で き る 。 ま た 、 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ に は 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ｂ が 流 体 接 続  
さ れ て お り 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ｂ を 利 用 し て 継 続 し て 泥 水 除 去 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 こ  
れ に よ り 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ を 用 い た 泥 水 除 去 作 業 と 同 様 に 、 泥 水 に 含 ま れ る 固 体 物 が 回  
収 タ ン ク ２ ０ Ｂ に 回 収 さ れ る 。 ま た 、 こ の と き に は 、 通 気 弁 ６ ５ を 開 く こ と に よ り 、 真 空  
タ ン ク ４ ０ Ａ 内 の 泥 水 と 空 気 と が 吸 気 吸 水 管 ６ ０ を 通 じ て 排 水 タ ン ク ７ ０ に 排 水 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 第 ２ 実 施 形 態 の 真 空 タ ン ク ４ ０ Ａ に は 、 ２ つ の 連 結 管 １ ０ ４ Ａ ，  
１ ０ ４ Ｂ を 介 し て ２ つ の 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ が 接 続 さ れ て お り 、 ２ つ の 回 収 タ ン ク  
２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ を 切 り 替 え な が ら 泥 水 除 去 作 業 を 行 う こ と が で き る 。 な お 、 上 記 し た よ う  
に 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の そ れ ぞ れ に は 、 回 収 タ ン ク ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ の 内 部 と 外 部  
と を 連 通 す る 排 気 弁 が 設 け ら れ て も よ い 。 ま た 、 通 水 弁 １ ０ ５ Ａ ， １ ０ ５ Ｂ お よ び 通 気 弁  
６ ５ を 開 閉 す る タ イ ミ ン グ は 、 上 記 し た 例 に 限 定 さ れ ず 、 シ ス テ ム １ ０ ０ Ａ の 使 用 状 態 に  
応 じ て 使 用 者 が 適 宜 行 う も の と す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
＜ 第 ３ 実 施 形 態 ＞
　 図 ６ は 、 第 ３ 実 施 形 態 の 液 体 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ Ｂ の 構 成 概 要 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る  
。 第 ３ 実 施 形 態 の 液 体 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ Ｂ （ 以 下 、 「 シ ス テ ム １ ０ ０ Ｂ 」 と も い う ） は  
、 上 記 し た 泥 水 処 理 シ ス テ ム １ ０ ０ と 概 ね 同 一 で あ り 、 同 一 の 構 成 に つ い て は 同 一 の 符 号  
を 付 し て 重 複 す る 説 明 を 省 略 す る 。 シ ス テ ム １ ０ ０ Ｂ の 真 空 タ ン ク ４ ０ Ｂ は 、 連 結 管 １ ０  
４ を 介 し て 回 収 タ ン ク ２ ０ が 接 続 さ れ る の に 代 え て 、 吸 い 込 み 管 １ ０ ２ が 接 続 さ れ て い る  
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。 つ ま り 、 シ ス テ ム １ ０ ０ Ｂ は 、 上 記 し た シ ス テ ム １ ０ ０ と 異 な り 、 回 収 タ ン ク ２ ０ を 備  
え て い な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 シ ス テ ム １ ０ ０ Ｂ で は 、 吸 い 込 み 管 １ ０ ２ か ら 吸 い 込 ま れ た 液 体 が 、 真 空 タ ン ク ４ ０ に  
直 接 に 吸 引 さ れ る 。 ま た 、 真 空 タ ン ク ４ ０ に は 、 上 記 し た 実 施 形 態 と 同 様 に 吸 気 吸 水 管 ６  
０ が 設 け ら れ て お り 、 真 空 タ ン ク ４ ０ 内 に 吸 引 さ れ た 液 体 を 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ を 通 じ て 排  
水 タ ン ク ７ ０ に 排 出 す る こ と が で き る 。 こ う し た 第 ３ 実 施 形 態 の シ ス テ ム １ ０ ０ Ｂ は 、 一  
例 と し て 、 雨 水 な ど 、 あ ま り 固 体 物 が 含 ま れ て い な い 液 体 、 ま た は ま っ た く 固 体 物 が 含 ま
れ て い な い 液 体 を 除 去 す る 場 合 に 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
＜ 変 形 例 ＞
　 図 ７ は 、 変 形 例 の 泥 水 処 理 シ ス テ ム の 図 ２ に 対 応 す る 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ７ に 示 す  
よ う に 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 吸 気 口 ６ ４ （ 吸 気 口 ６ ４ Ａ ） は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 本 体 の 側 面  
に 空 け ら れ た 開 口 で あ っ て も よ い 。 ま た 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 吸 気 口 ６ ４ （ 吸 気 口 ６ ４ Ｂ ）  
は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ の 中 央 よ り 低 い 位 置 か ら 中 央 よ り 高 い 位 置 へ と 延 び る 接 続 配 管 に よ り  
形 成 さ れ て も よ い 。 ま た 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ は 、 複 数 の 吸 水 口 ６ ２ を 有 し て も よ い し 、 複 数  
の 吸 気 口 ６ ４ を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
＜ 第 ４ 実 施 形 態 ＞
　 図 ８ は 、 第 ４ 実 施 形 態 の 泥 処 理 シ ス テ ム の 図 ２ に 対 応 す る 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。  
第 ４ 実 施 形 態 の 泥 処 理 シ ス テ ム に お け る 真 空 タ ン ク ４ ０ は 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ に 加 え て 、 真  
空 タ ン ク ４ ０ の 底 部 に 接 続 さ れ た 排 水 管 １ １ ０ か ら 水 を 排 出 す る こ と が で き る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。 排 水 管 １ １ ０ に は 、 デ ィ フ ュ ー ザ ー １ ５ ４ が 設 け ら れ て お り 、 デ ィ フ ュ ー ザ  
ー １ ５ ４ の 内 部 に は 、 圧 縮 流 体 が 供 給 さ れ る ノ ズ ル １ ５ ２ が 配 置 さ れ て い る 。 ノ ズ ル １ ５  
２ は 、 圧 縮 流 体 を 供 給 す る コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ に 接 続 さ れ て お り 、 真 空 タ ン ク ４ ０ か ら  
離 れ る 方 向 に デ ィ フ ュ ー ザ ー １ ５ ４ 内 部 に 圧 縮 流 体 を 流 入 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。  
換 言 す れ ば 、 デ ィ フ ュ ー ザ ー １ ５ ４ の 吸 い 込 み 口 が 真 空 タ ン ク ４ ０ の 底 部 に 接 続 さ れ て い  
る 。 な お 、 図 ８ に 示 す 例 で は 、 コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ に お け  
る コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ を 利 用 す る も の と し て い る が 、 こ う し た 例 に は 限 定 さ れ な い 。 ま  
た 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル ５ ０ に お け る コ ン プ レ ッ サ ー １ ０ ６ は 、 ノ ズ ル ５ ２ と ノ ズ ル １ ５  
２ と の 一 方 の み を 選 択 し て 圧 縮 流 体 を 供 給 で き る よ う に 構 成 さ れ て も よ い し 、 ノ ズ ル ５ ２  
及 び ノ ズ ル １ ５ ２ の 両 方 に 一 括 し て 圧 縮 流 体 を 供 給 す る よ う に 構 成 さ れ て も よ い 。 そ し て  
、 第 ４ 実 施 形 態 の 真 空 タ ン ク ４ ０ で は 、 ノ ズ ル １ ５ ２ か ら デ ィ フ ュ ー ザ ー １ ５ ４ へ と 圧 縮  
流 体 を 流 入 さ せ る こ と に よ っ て 、 真 空 タ ン ク ４ ０ に 吸 引 さ れ る 泥 水 （ 液 体 ） を 、 排 水 管 １  
１ ０ を 通 じ て 排 出 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 第 ４ 実 施 形 態 の 泥 処 理 シ ス テ ム で は 、  
真 空 タ ン ク ４ ０ に 吸 引 さ れ る 液 体 を 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ と 排 水 管 １ １ ０ と の そ れ ぞ れ か ら 外  
部 に 排 出 す る こ と が で き 、 よ り 好 適 に 液 体 を 連 続 的 に 吸 引 す る こ と が 可 能 に な る 。 な お 、  
排 水 管 １ １ ０ は 、 排 気 排 水 管 １ ０ ８ と 共 に 排 水 タ ン ク ７ ０ に 接 続 さ れ る と よ い 。 排 水 管 １  
１ ０ は 、 排 気 排 水 管 １ ０ ８ に 接 続 さ れ て 統 合 さ れ て も よ い し 、 排 気 排 水 管 １ ０ ８ と は 別 に  
排 水 タ ン ク ７ ０ に 接 続 さ れ て も よ い 。 コ ン プ レ ッ サ ー か ら ノ ズ ル １ ５ ２ へ の 圧 縮 空 気 管 に  
流 量 調 整 弁 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て も よ い 。 ま た 、 排 水 管 １ １ ０ に は 、 手 動 ま た は 電 動  
の 止 水 弁 （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て も よ い 。 さ ら に 、 図 ８ に 示 す 例 で は 、 排 水 管 １ １ ０ は  
、 真 空 タ ン ク ４ ０ に 対 し て 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ の 吸 水 口 ６ ２ の 真 下 に 接 続 さ れ て い る 。 し か  
し な が ら 、 こ う し た 例 に 限 定 さ れ ず 、 排 水 管 １ １ ０ は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ に 対 し て 、 鉛 直 方  
向 に 見 て 吸 水 口 ６ ２ と は 異 な る 位 置 に 接 続 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ９ は 、 第 ４ 実 施 形 態 の 泥 処 理 シ ス テ ム の 図 ２ に 対 応 す る 構 成 の 別 の 一 例 を 示 す 図 で あ  
る 。 図 ８ に 示 す 例 で は 、 排 水 管 １ １ ０ （ デ ィ フ ュ ー ザ ー １ ５ ４ ） は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ の 底  
部 に 取 り 付 け ら れ る も の と し た 。 こ れ に 代 え て 、 図 ９ に 示 す 例 で は 、 排 水 管 １ １ ０ （ デ ィ  
フ ュ ー ザ ー １ ５ ４ ） は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ の 側 部 （ 側 面 ） に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ う し た  
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例 に お い て も 、 図 ８ に 示 す 例 と 同 様 の 機 能 を 奏 す る こ と が で き る 。 な お 、 排 水 管 １ １ ０ が  
真 空 タ ン ク ４ ０ の 側 部 に 取 り 付 け ら れ る 場 合 に は 、 真 空 タ ン ク ４ ０ の 下 端 部 、 ま た は 下 端  
部 近 傍 に 取 り 付 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 形 態 と し て も 記 載 す る こ と が で き る 。
　 ［ 形 態 １ ］ 形 態 １ に よ れ ば 、 液 体 を 吸 引 し て 収 集 す る た め の 液 体 処 理 シ ス テ ム が 提 案 さ  
れ 、 前 記 液 体 処 理 シ ス テ ム は 、 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル と 、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル に 接 続 さ  
れ 、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル に よ っ て 生 じ る 負 圧 に よ り 液 体 が 吸 い 込 ま れ る 真 空 タ ン ク と
、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル か ら 前 記 真 空 タ ン ク 内 に 延 び 、 第 １ 位 置 で 前 記 真 空 タ ン ク 内 に  
開 口 す る 第 １ 開 口 、 お よ び 、 前 記 第 １ 位 置 よ り も 高 い 位 置 で あ る 第 ２ 位 置 で 前 記 真 空 タ ン  
ク 内 に 開 口 す る 第 ２ 開 口 を 有 す る 吸 気 吸 水 管 と 、 を 備 え る 。 形 態 １ に よ れ ば 、 液 体 を 連 続  
的 に 吸 引 す る こ と が で き る コ ン パ ク ト な 収 集 タ ン ク 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ［ 形 態 ２ ］ 形 態 ２ に よ れ ば 、 形 態 １ に お い て 、 前 記 第 １ 開 口 は 、 第 １ 寸 法 の 開 口 で あ り  
、 前 記 第 ２ 開 口 は 、 前 記 第 １ 寸 法 よ り も 小 さ い 第 ２ 寸 法 の 開 口 で あ る 。 形 態 ２ に よ れ ば 、  
吸 気 吸 水 管 に よ り 好 適 に 気 体 と 液 体 と を 吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ［ 形 態 ３ ］ 形 態 ３ に よ れ ば 、 形 態 １ ま た は ２ に お い て 、 前 記 第 １ 開 口 は 、 水 平 方 向 、 ま  
た は 水 平 方 向 よ り も 鉛 直 下 方 に 開 口 し て お り 、 前 記 第 ２ 開 口 は 、 水 平 方 向 、 ま た は 水 平 方  
向 よ り も 鉛 直 上 方 に 開 口 し て い る 。 形 態 ３ に よ れ ば 、 吸 気 吸 水 管 に よ り 好 適 に 気 体 と 液 体  
と を 吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ［ 形 態 ４ ］ 形 態 ４ に よ れ ば 、 形 態 １ か ら ３ に お い て 、 前 記 第 １ 位 置 は 、 前 記 真 空 タ ン ク  
の 中 央 よ り も 下 方 で あ り 、 前 記 第 ２ 位 置 は 、 前 記 真 空 タ ン ク の 中 央 よ り も 上 方 で あ る 。 形  
態 ４ に よ れ ば 、 吸 気 吸 水 管 に よ り 好 適 に 気 体 と 液 体 と を 吸 い 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ［ 形 態 ５ ］ 形 態 ５ に よ れ ば 、 形 態 １ か ら ４ に お い て 、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル は 、 圧 縮  
さ れ た 流 体 を ノ ズ ル か ら 送 出 す る コ ン プ レ ッ サ ー と 、 前 記 圧 縮 さ れ た 流 体 が 流 れ る デ ィ フ  
ュ ー ザ ー と 、 を 有 し 、 前 記 吸 気 吸 水 管 は 、 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ ー の 吸 い 込 み 口 に 連 結 さ れ る  
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ［ 形 態 ６ ］ 形 態 ６ に よ れ ば 、 形 態 ５ に お い て 、 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ ー の 吐 出 し 口 に 接 続 さ  
れ る 排 水 タ ン ク を 備 え る 。 形 態 ６ に よ れ ば 、 排 水 タ ン ク に 液 体 を 溜 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ［ 形 態 ７ ］ 形 態 ７ に よ れ ば 、 形 態 ６ に お い て 、 前 記 排 水 タ ン ク に 溜 め ら れ た 液 体 を 噴 射  
口 か ら 噴 射 可 能 な 噴 射 装 置 を 備 え る 。 形 態 ７ に よ れ ば 、 例 え ば 液 体 を 吸 い 込 む 場 所 に 液 体  
を 噴 射 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ［ 形 態 ８ ］ 形 態 ８ に よ れ ば 、 形 態 ７ に お い て 、 前 記 噴 射 装 置 は 、 前 記 真 空 発 生 モ ジ ュ ー  
ル に よ る 動 力 を 用 い て 前 記 液 体 を 噴 射 す る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ［ 形 態 ９ ］ 形 態 ９ に よ れ ば 、 形 態 １ か ら ８ に お い て 、 圧 縮 さ れ た 流 体 を ノ ズ ル か ら 送 出  
す る コ ン プ レ ッ サ ー と 、 前 記 圧 縮 さ れ た 流 体 が 流 れ る デ ィ フ ュ ー ザ ー と 、 を 備 え 、 前 記 デ  
ィ フ ュ ー ザ ー の 吸 い 込 み 口 は 、 前 記 真 空 タ ン ク の 底 部 ま た は 側 部 に 接 続 さ れ る 。 形 態 ９ に  
よ れ ば 、 真 空 タ ン ク の 底 部 ま た は 側 部 に 接 続 さ れ た デ ィ フ ュ ー ザ ー に よ っ て 排 水 す る こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ［ 形 態 １ ０ ］ 形 態 １ ０ に よ れ ば 、 形 態 ９ に お い て 、 前 記 デ ィ フ ュ ー ザ ー の 吐 き 出 し 口 に  
接 続 さ れ る 排 水 タ ン ク を 備 え る 。 形 態 ９ に よ れ ば 、 排 水 タ ン ク に 液 体 を 溜 め る こ と が で き  
る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 ［ 形 態 １ １ ］ 形 態 １ １ に よ れ ば 、 形 態 １ か ら １ ０ に お い て 、 前 記 液 体 に 含 ま れ る 固 体 物  
を 回 収 す る た め の 回 収 タ ン ク と 、 前 記 真 空 タ ン ク と 前 記 回 収 タ ン ク と を 接 続 す る 連 結 管 と  
、 前 記 回 収 タ ン ク に 接 続 さ れ 、 液 体 を 吸 引 す る た め の 吸 引 口 を 有 す る 吸 い 込 み 管 と 、 を 備  
え 、 前 記 吸 引 口 か ら 吸 引 さ れ た 液 体 が 、 前 記 回 収 タ ン ク と 前 記 連 結 管 と を 介 し て 前 記 真 空  
タ ン ク に 吸 引 さ れ る 。 形 態 １ １ に よ れ ば 、 回 収 タ ン ク に 固 体 物 を 回 収 し て 、 真 空 タ ン ク に  
液 体 を 吸 引 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ［ 形 態 １ ２ ］ 形 態 １ ２ に よ れ ば 、 形 態 １ １ に お い て 、 前 記 回 収 タ ン ク は 、 第 １ の 回 収 タ  
ン ク と 第 ２ の 回 収 タ ン ク と を 含 み 、 前 記 連 結 管 は 、 前 記 真 空 タ ン ク と 前 記 第 １ の 回 収 タ ン  
ク と を 接 続 す る 第 １ の 連 結 管 と 、 前 記 真 空 タ ン ク と 前 記 第 ２ の 回 収 タ ン ク と を 接 続 す る 第  
２ の 連 結 管 と 、 を 含 み 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 連 結 管 の そ れ ぞ れ に は 、 当 該 第 １ お よ び 第  
２ の 連 結 管 を 開 閉 可 能 な 通 水 弁 が 設 け ら れ 、 前 記 吸 気 吸 水 管 は 、 前 記 第 ２ 開 口 を 開 閉 可 能  
な 通 気 弁 を 有 す る 。 形 態 １ ２ に よ れ ば 、 第 １ お よ び 第 ２ の 回 収 タ ン ク を 切 り 替 え な が ら 液  
体 を 吸 引 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 し て き た が 、 上 記 し た 発 明 の 実 施 の 形 態 は 、 本  
発 明 の 理 解 を 容 易 に す る た め の も の で あ り 、 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。 本 発 明 は 、  
そ の 趣 旨 を 逸 脱 す る こ と な く 、 変 更 、 改 良 さ れ 得 る と と も に 、 本 発 明 に は そ の 均 等 物 が 含  
ま れ る こ と は も ち ろ ん で あ る 。 ま た 、 上 述 し た 課 題 の 少 な く と も 一 部 を 解 決 で き る 範 囲 、  
ま た は 、 効 果 の 少 な く と も 一 部 を 奏 す る 範 囲 に お い て 、 実 施 形 態 お よ び 変 形 例 の 任 意 の 組  
み 合 わ せ が 可 能 で あ り 、 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び 明 細 書 に 記 載 さ れ た 各 構 成 要 素 の 任 意 の 組  
み 合 わ せ 、 ま た は 、 省 略 が 可 能 で あ る 。 一 例 と し て 、 第 １ お よ び 第 ３ 実 施 形 態 の シ ス テ ム  
１ ０ ０ ， １ ０ ０ Ｂ に お い て も 、 吸 気 吸 水 管 ６ ０ に 通 気 弁 が 設 け ら れ て も よ い し 、 第 １ 実 施  
形 態 の シ ス テ ム １ ０ ０ に お い て 連 結 管 １ ０ ４ に 通 水 弁 が 設 け ら れ て も よ い 。 ま た 、 シ ス テ  
ム １ ０ ０ に お い て 回 収 タ ン ク ２ ０ に 排 気 弁 が 設 け ら れ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 ２ ０ ， ２ ０ Ａ ， ２ ０ Ｂ … 回 収 タ ン ク
　 　 ４ ０ ， ４ ０ Ａ … 真 空 タ ン ク
　 　 ５ ０ … 真 空 発 生 モ ジ ュ ー ル
　 　 ５ ２ … ノ ズ ル
　 　 ５ ４ … デ ィ フ ュ ー ザ ー
　 　 ６ ０ … 吸 気 吸 水 管
　 　 ６ ２ … 吸 水 口
　 　 ６ ４ ， ６ ４ Ａ ， ６ ４ Ｂ … 吸 気 口
　 　 ６ ５ … 通 気 弁
　 　 ７ ０ … 排 水 タ ン ク
　 　 ８ ０ … 噴 射 装 置
　 　 ８ ０ ａ … 噴 射 口
　 　 １ ０ ０ ， １ ０ ０ Ａ … 泥 水 処 理 シ ス テ ム （ 液 体 処 理 シ ス テ ム ）
　 　 １ ０ ０ Ｂ … 液 体 処 理 シ ス テ ム
　 　 １ ０ ２ ， １ ０ ２ Ａ ， １ ０ ２ Ｂ … 吸 い 込 み 管
　 　 １ ０ ４ ， １ ０ ４ Ａ ， １ ０ ４ Ｂ … 連 結 管
　 　 １ ０ ５ Ａ ， １ ０ ５ Ｂ … 通 水 弁
　 　 １ ０ ６ … コ ン プ レ ッ サ ー
　 　 １ ０ ８ … 排 気 排 水 管  
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 2024-29733 A 2024.3.6(13)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】



10

JP 2024-29733 A 2024.3.6(15)

フロントページの続き

東京都大田区羽田旭町１１番１号  株式会社荏原製作所内
(72)発明者　 佐々木  登子

東京都大田区羽田旭町１１番１号  株式会社荏原製作所内
Ｆターム（参考）　 2D063 AA15 DB04 DB10

4D059 AA09 AA30 BE04 BE14 BE51 CB01


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

